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３．交通安全特定事業 

 

（１）交通安全特定事業の考え方 

重点整備地区における交通安全性を高めるため、以下の整備を進めていきます。 
 

■既存信号機の音響式信号機・高齢者等感応信号機等への改良 

■標識・標示を反射材料等を用いた識別性の高いものへの改良 

■違法駐車行為の取り締まり強化 

■違法駐車防止の広報活動及び啓発活動 

■視覚障害者誘導施設（エスコートゾーン等）の設置 

 

 

（２）全地区共通 

交通安全特定事業（全地区共通） 

整備対象 生活関連経路 事業主体 東京都公安委員会（日野警察署）

事業内容 
事業を実施 
する道路 

実施予定期間 
着 手 完 了 

ア．道路標識及び道路標示の設置 

全路線 

  
・道路標識の超高輝度化による視認性の

向上 平成 25 年度 平成 32 年度 

・道路標示の適切な補修   

・エスコートゾーンの整備   

イ．違法駐車の防止 

全路線 

  
・横断歩道上、バス停留所付近における

違法駐車車両の重点的な指導取締りの

実施 平成 25 年度 平成 32 年度 
・日野市による放置自転車対策と連携し

た視覚障害者誘導用ブロック上の放置

二輪車等の指導取締りの実施 

  

・日野市と連携した違法駐車防止につい

ての広報啓発活動の実施 
  

事業実施に際し配慮すべき重要事項 

・道路標識及び道路標示の高輝度化は既に実施済。道路標識の超高輝度化を必要に応じて実施。

・エスコートゾーンの整備は、音響機能式信号機のある横断歩道について、必要に応じて実施。

・違法駐車の指導取締りに加え、違法駐車の防止に資する事業について、関係機関と連携して

重点的かつ計画的に実施。 

 

 

（継続的に実施） 

（継続的に実施）


